
Newmanモデル 近似モデル

固
相

Li濃度分布 ○ 拡散方程式 △ SOCの電極面分布のみ解析。

電位分布 ○ Poisson方程式 ○

・固相の電気伝導率・体積比率を
未知数と想定。

・集電箔電位をPoisson方程式で
解き、固相電位に等しいと仮定。

界面反応 ○ Butler-Volmer式 ○
交換電流密度は未知数。→反応
電流の面積分値が全電流値に等
しいことから逆算。

液
相

Liイオン濃度 ○ 拡散方程式 △ 均一濃度勾配近似

電位分布 ○ Nernst-Planck式 ○
・正負極間(厚み方向)の液相電位

差をOhmの法則を用いて計算。

Newmanモデル
（厚み方向１次元の場合） 近似モデル

厚み方向 面方向 厚み方向 面方向

固相電位 ○ × × ○

液相電位 ○ × ○
（電位差） ×

過電圧 ○ × × ○

電流密度 ○ × × ○

固相Li濃度
（SOC） ○ × × ○

液相Liイオン
濃度 ○ × × ×
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1-1　方針

CAE・実験評価部



　 近似モデル Newmanモデル

集電箔
電気伝導率 ○ ○
厚み ○ ○

電極体

電気伝導率 ○
厚み ○ ○
活物質径 − ○
空孔率 − ○
拡散係数 − ○
反応速度定数 − ○
最大Li濃度 − ○
初期Li濃度 − ○

セパレータ
厚み ○ ○
空孔率 − ○

電解液

拡散係数 − ○
塩濃度 − ○
イオン伝導度 ○ ○
輸率 − ○

開回路電圧 ○ ○
放電曲線 ○
電池容量 ○ ○

1-2　電極電位分布と反応電流分布の解析方法



リチウムイオン電池の充放電発熱分布のモデリングと実測検証
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